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1964年の東京オリンピック当llf､私はまだ小学生だった｡幼心に

も大規模な競技会にとどまらない､何かすごいことが日本社会に起

こっているのだという強い印象を持ったものである。

先日ある経済学者の方の東京オリンピックに関する講減を拝聴

する機会を得た｡その際に、当時､新幹線や首都高速などインフラ

整備が進んだだけでなく、海外から来る多くの人々や参加選手へ

食事を供給するため冷凍食品の技術が新たに開発されたことや、

警備の人員不足を補うために､警備保障というビジネスが生まれた

ことなどを初めて知り、あらためてオリンピックというものが持つ、社

会や企業､生活者へ与えるインパクトの大きさを実感した次第だ。

あれから50年、日本社会も大きく変貌した｡またマーケティング

や広告などのコミュニケーションも当時とはその様相を一変させて

いる｡2020年の東京オリンピックはどのような日本社会で開催され

るものになるのだろうか｡それはまた新たな日本社会を創出していく

契機となる､どのような力を秘めているのだろうか。

今､オリンピック憲章のうたう「レガシー｣が大きくクローズアップ

されている。現在の日本にとってレガシーとは何か｡そしてなぜ今

レガシーなのか。

今号ではこのレガシーに焦点を当てた。今回のオリンピックがど

のようなレガシーを創出しなければならないのか､社会のレガシー、

人々の心のレガシーを生み出す戦略とはどういうものでなければな

らないのか､これらの問題について､産学官一体で考えていかなけ

ればならないのだろう。

今回の企画が､ささやかながらそのための貢献となれば幸いで

ある。

公益財団法人吉田秀雄記念事業財団専務理事森豊子
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対談

2020年東京オリンピックとは何か
－2つの東京オリンピックの歴史的意義を探る－

1964年の東京オリンピックは､日本の戦後復興と社会インフラの飛躍的な向上をもたらし、

先進国への仲間入りをアピールした。

本対談では､2020年東京オリンピックの文化プログラムにも深く関わっておいでの吉本光宏氏と

都市論や文化社会学(カルチュラル･スタデイーズ)などの研究をしてこられた吉見俊哉教授のお二人が登場。

すでに成熟期を迎え新たな課題をつきつけられている

6年後の東京オリンピックには何が求められるのか、

歴史を振り返りながら､その文化的な面からあるべき方向性をご提示いただいた。

吉見俊哉
東京大学大学院情報学環教授

吉本光宏
一ソセイ墓礎研究所研究理事
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吉見俊哉(よしみしゅんや）

1957年東京都生まれ｡76年東京教育大学附属高等学

校(現・筑波大学附属高等学校)卒業後､東京大学教養

学部に進学。教養学科相関社会科学分科卒業後､同大

学大学院社会学研究科で学ぶ｡東京大学新聞研究所助

手､助教授､東京大学社会情報研究所教授を経て組織

統合により2004年より現職。06-09年学環長。11年

東京大学副学長｡専門は都市論､メディア論､文化社会

学(カルチユラル・スタデイーズ)。著書は｢博覧会の政

治学一まなざしの近代｣(中公新書)、『カルチュラル・

スタデイーズj(岩波書店)、｢メディア文化論一メディ

アを学ぶ人のための15話」(有斐閣)、『書物と映像の未
来j(岩波悪店)など多数。

吉本光宏(よしもとみつひろ）

1958年徳島県生まれ。早稲田大学大学院(都市計画）

修了後､黒川玲建築設計事務所､社会工学研究所を経て、

89年ニッセイ基礎研究所入社､2014年から現職｡東

京オペラシテイ、世田谷パブリックシアター、いわき芸

術文化交流館アリオス等の文化施設開発､東京国際フォ

ーラムや電通新社屋のアートワーク計画などでコンサ

ルタントとして活躍。文化政策､文化施設の運営や評価、

創造都市アートNPOなどに関する調査研究に取り組む。

著作は『再考､文化政策一拡大する役割と求められる

パラダイムシフト｣(ニッセイ基礎研究所)、「文化からの

復興一市民と震災といわきアリオスと』(編著水曜社)、

『建築の新しさ､都市の未来」(共著彰国社)など多数。
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